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　　　　のイメージ図

近
年
、
家
庭
や
地
域
社
会
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
や
生
活
様
式

の
変
化
な
ど
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
や
集
団
で
遊

ぶ
こ
と
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
国
土
交
通
省
で
は
、

平
成
八
年
度
か
ら
「
水
辺
の
楽
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
水
辺
の
遊
び
を
支
え
る

地
域
連
携
体
制
の
構
築
や
自
然
環

境
あ
ふ
れ
る
安
全
な
水
辺
の
創
出

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

真
名
川
水
辺
の
学
校
は
平
成
十

三
年
一
月
に
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
登
録
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
真
名
川
の
下
流
域
に
、

野
鳥
を
は
じ
め
植
生
や
魚
類
、
昆

虫
な
ど
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い

る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
に
「
あ
っ

宝
ん
ど
」
や
「
大
野
市
下
水
処
理

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
水
に
関
連
す
る

施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
施
設
や
隣
接
す
る

河
川
敷
を
”
水
を
テ
ー
マ
と
し
た

空
間
”
と
し
て
位
置
づ
け
、
自
然

体
験
や
学
習
が
で
き
る
場
と
し
て

活
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

真
名
川
水
辺
の
楽
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

楽校基本計画�

あっ宝んどからのアクセス



整備ポイント　　　　

※ 水辺：水域全体をいう�

生物がすむ場にしよう�

ふれあう、遊ぶ、学ぶ、育てる場にしよう�

安心で豊かな場にしよう�
�
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これらは現在の川に、人の手があまり加えられていなかったころと似た環境

をつくることにより「人々の生活の中にある水辺」と「生物がすむ場所として

の水辺」の両方についてバランスを保てる場所とすることを目指すものです。

そして人々が生活の場や学習の場として水辺に関わることにより、新たな環

境観をはぐくむことも目的とするなど、真名川を新たな”ふるさとの川”にし

ていきたい、という考え方が基本方針の土台となっています。

真名川水辺の　

基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
学
識
経
験
者
や
学
校

関
係
者
、
地
域
の
代
表
や
行
政
関
係
者
な
ど
で
構
成
す

る
「
推
進
協
議
会
」
と
「
研
究
会
」
で
、
計
画
の
土
台

と
な
る
考
え
方
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。
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備
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
維
持

管
理
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

行
う
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
連
携
し
て
、
実
現

を
目
指
す
も
の
で
す
。

今
後
の
整
備
や
管
理
運
営
な

ど
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

た
見
直
し
を
、
繰
り
返
し
行
い

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
河
川
係
（
1
66
・
１

１
１
１
内
線
３
４
３
）

基
本
計
画
は
「
整
備
」
と

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
管
理
）」
の

二
計
画
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

整
備
計
画
で
は
瀬
や
ふ
ち
・

河
原
の
復
元
を
は
じ
め
、
観
察

場
所
や
遊
び
場
の
創
出
な
ど
、

河
川
の
環
境
に
関
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
で

は
、
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
学
習
の

開
催
、
周
辺
施
設
と
の
連
携
な

ど
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
整

かつての川�
　ダムがそれほどなかったころ、たびたび起こる洪水に

よって河床がかく乱され、砂利土の河原となっていまし

た。そのため厳しい環境に適応した特殊な植物しか育つ

ことができませんでした。また洪水で砂利土が動くこと

により瀬とふちがはっきりし、それぞれの環境に応じた

多種多様の魚が成育していました。�

�

現在の川�
　多くの治水・砂防ダムができ、洪水が起こらなくなり

ました。その結果ツルヨシやススキなどの植物が河床全

面を覆うようになったほか、ヤナギが大きく育つように

なりました。また水量の減少や河川の直線化などから川

底の砂利土が動かなくなったため、瀬とふちがなくなり

魚の種類や数が減少してしまいました。�

�

目指す川�
　瀬とふちがはっきりし、アユやカジカなど多種多様な

魚が成育する川を目指します。かつて洪水が起こったこ

ろにあった、砂利土の川原などを復元・維持し、川本来

の自然を取り戻すことを目的としています。木を切り、

草を刈ることにより、かつての貴重でかけがえのない生

態系を復元しようというものです。�

基本計画が目指す川�

平
常
時

洪
水
時

平
常
時

洪
水
時

（
現
在
）

平
常
時
（
整
備
後
）

洪
水
時
（
整
備
後
）

平
常
時

整
備
と
管
理

両
面
か
ら
実
現
へ

大野市�
下水処理�
センター�

あっ宝んど�

「水辺の楽校」の対象区域
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期
の
取
り
扱
い
（
合
併
特
例
法

の
特
例
措
置
の
適
用
な
ど
）

⑦
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
お

よ
び
任
期
の
取
り
扱
い
（
合
併

特
例
法
特
例
措
置
適
用
な
ど
）

ま
た
そ
の
ほ
か
の
項
目
と
し
て

・
行
政
組
織
の
状
況
（
事
務
組
織

お
よ
び
機
構
の
取
り
扱
い
）

・
住
民
福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
・

負
担
の
状
況
（
税
金
、
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
、
保
育
所

や
幼
稚
園
、
教
育
施
策
な
ど
）

・
生
活
基
盤
サ
ー
ビ
ス
の
状
況

（
医
療
体
制
、
ご
み
処
理
、
地

域
交
通
体
制
、
除
雪
、
水
道
、

産
業
政
策
の
状
況
な
ど
）

と
い
っ
た
内
容
や
公
共
施
設
、
公

共
的
団
体
に
関
す
る
も
の
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
回
は
、

こ
れ
ら
の
重
要
項
目
や
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
計
画
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
野
市
・
和
泉

村
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局
（

有
終
会
館
内
1
66
・
１
６
０
０
）

http://w
w
w
.city.ono.fukui.jp/ga

ppei/index.htm
四
月
四
日
、
有
終
会
館
で
開
か

れ
た
第
三
回
任
意
合
併
協
議
会
で

は
、
各
専
門
部
会
で
協
議
さ
れ
た

調
査
、
研
究
の
結
果
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
は
、
住
民
生
活
に
か
か
わ

り
の
深
い
も
の
を
中
心
に
二
十
六

項
目
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
協
議
会
で
の
論
議
を

経
て
、
住
民
が
「
合
併
の
是
非
」

を
判
断
す
る
た
め
の
具
体
的
な
協

議
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

報
告
で
は
合
併
に
か
か
わ
る
重

要
な
項
目
と
し
て
次
の
七
つ
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

①
合
併
の
方
式
（
「
新
設
合
併
」

と
「
編
入
合
併
」）

②
合
併
の
期
日
（
新
市
と
し
て
施

行
す
る
日
）

③
新
市
の
名
称

④
新
市
の
事
務
所
の
位
置
（
事
務

所
の
位
置
や
行
政
組
織
、
支
所

や
出
張
所
の
あ
り
方
な
ど
）

⑤
財
産
の
取
り
扱
い
（
土
地
、
建

物
、
債
権
・
債
務
な
ど
）

⑥
議
会
の
議
員
の
定
数
お
よ
び
任

の
投
票
率
は
五
八
・
九
三
％
で
、

前
回
を
二
五
・
八
七
ポ
イ
ン
ト
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
四
日
に
告
示
さ
れ
た
県
議

会
議
員
選
挙
の
大
野
市
大
野
郡
選

挙
区
（
定
数
２
）
は
、
山
岸
猛
夫

氏
（
自
民
・
55
歳
）
と
山
田
庄
司

氏
（
無
所
属
・
66
歳
）
が
立
候
補
。

ほ
か
に
届
け
出
が
な
く
共
に
無
投

票
で
再
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

重
要
項
目
は
七
点

専
門
部
会
に
よ
る
調
査
、研
究
結
果
を
報
告�

県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙�

任
期
満
了
に
伴
う
県
知
事
・
県

議
会
議
員
選
挙
が
四
月
十
三
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
四
期
知
事
を
務
め
た
栗

田
幸
雄
氏
の
引
退
を
受
け
、
新
人

三
人
が
立
候
補
。
県
政
運
営
の
あ

り
方
や
改
革
の
方
向
性
な
ど
を
問

う
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
新
知
事
に

前
副
知
事
の
西
川
一
誠
氏
（
無
所

属
・
58
歳
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

今
回
の
知
事
選
に
お
け
る
当
市

選挙の記録
◎当日の有権者数

男 14,794人

女 16,528人

計　31,322人

◎投票者数と投票率

男　8,749人（59.14％）

女　9,710人（58.75％）

計 18,459人（58.93％）

◎有効投票　18,283票

◎無効投票 176票

◎その他　　　 0票

知事選候補者別得票数
当選

西川　一誠 245,538票

(内大野市分　9,715票)

高木　文堂　199,497票

(内大野市分　8,094票)

山川知一郎　 16,643票

(内大野市分　　474票)

四
十
八
年
ぶ
り
無
投
票
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多田記念大野有終会館�
�
市立集会所�

自転車駐車場�
�
クリーンセンター�
浄化センター�
保健センター�
休日急患診療所�
市営葬斎場�
健康保養施設�
�
�
ことばの教室�
保育所�
児童館�
老人福祉センター�
農村婦人の家�
農業者健康管理センター�
農村環境改善センター�
内水面遊漁等施設�
有機堆肥製造施設�
六呂師堆肥センター�

林業振興センター�
宝慶寺いこいの森�
ふるさと自然の家�
農村集落多目的共同利用施設�
産業文化展示館�
地域職業訓練センター�
勤労青少年ホーム�
勤労者体育センター�
勤労者体育施設�
ファミリーリゾート休養施設�
まちなか観光拠点施設�
麻那姫湖青少年旅行村�
石灯籠会館�
御清水会館�
元町会館�
防雪基地管理棟�
�
�
�

都市公園�
市営住宅�
�
�
�

下水処理センター�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

庶 務 係 �
議事調査係�
秘 書 係 �
政 策 係 �
合併対策係�
職 員 係 �
行 政 係 �
財 政 係 �
管 財 係 �
市 民 税 係 �
資 産 税 係 �
収 税 係 �
情報管理係�
広報広聴係�
検査監理係�
市民窓口係�
年 金 係 �
国 保 係 �
環境保全係�
市民生活係�
管 理 係 �
清 掃 係 �
浄化処理係�
�

保健衛生係�
�

健康増進係�
社会福祉係�
�
児童福祉係�
�
高齢福祉係�
�
�

農業振興係�
�
�
農 地 係 �
�
林 政 係 �
�
整 備 係 �
�
�
商工労政係�
�
�
�
�

観 光 係 �
�
�

管 理 係 �
道 路 係 �
河 川 係 �
計 画 係 �
整 備 係 �
住宅緑地係�
幹線道路対策係�
管 理 係 �
業 務 係 �
管理普及係�
公共下水道係�
農業集落排水係�
会 計 係 �

秘書政策課�

市町村合併対策室�

総 務 課 �
�
財 政 課 �
�

税 務 課 �

�
情報広報課�

検査監理課�
�
市 民 課 �
�

生活環境課�
�

清掃管理室�
�
�
�

保健衛生課�
�
�
�
福 祉 課 �
（福祉事務所）�
�
�
�
�
�
農 政 課 �
�
�
�

林野耕地課�
�
�
�
�
�

商工観光課�
�
�
�
�
�
�

建 設 課 �
�
�
都市整備課�
�
幹線道路対策課�

上 水 道 課 �
�

下 水 道 課 �
�
会 計 課 �
�

�

�

�

総　務　部�

助役�

議　長�

市長�

収入役�

議会事務局�

市民福祉部�

産業経済部�

建　設　部�

教育委員会�
事　務　局�
（生涯学習センター）�
�

教育委員会�
（教育長）�

庶 務 係 �
施 設 係 �

指 導 係 �
�
�

社会教育係�
青少年女性係�
�

�
文 化 係 �
�
�
�

社会体育係�
�

青少年教育センター�
幼稚園�
小学校�
中学校�
図書館�
視聴覚ライブラリー�
公民館�
文化会館�
郷土歴史館�
越前大野城�
歴史民俗資料館�
武家屋敷旧内山家�
本願清水イトヨの里�
B&G海洋センター�
エキサイト広場総合体育施設�
体育施設�

庶　務　課�

学校教育課�

社会教育課�

スポーツ課�

行政委員会事務局�

文化振興室�
市史編さん室�

監 査 委 員 �
選 挙 管 理 委 員 会 �
公 平 委 員 会 �
固定資産評価審査委員会�
農 業 委 員 会 �

監 査 委 員 事 務 局 �
選挙管理委員会事務局�
公 平 委 員 会 事 務 局 �
固定資産評価審査委員会事務局�
農 業 委 員 会 事 務 局 �

　
四
月
か
ら
市
役
所
の
機
構
を
一
部
改
革
し
ま
し
た
。
市
政
の
基
本
方

針
を
迅
速
に
反
映
す
る
た
め
秘
書
広
報
課
と
総
合
政
策
課
の
業
務
を
統

合
し
た
秘
書
政
策
課
の
新
設
や
、
市
民
と
の
情
報
共
有
化
を
目
指
す
情

報
広
報
課
の
新
設
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
高

齢
福
祉
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
福
祉
課
へ
統
合
。
農
業
政
策
方
針

を
よ
り
明
確
に
す
る
農
政
課
の
設
置
や
農
林
の
ハ
ー
ド
事
業
を
一
体
的

に
推
進
す
る
林
野
耕
地
課
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。�

市
役
所
の
機
構  

一
部
改
革�

〜
事
務
効
率
化
へ
課
の
新
設
な
ど
〜�

平成15年４月１日現在�

｝�



▽
幹
線
道
路
対
策
課
長
・
嶋
田
康

博【
教
育
委
員
会
】
▽
庶
務
課

長
・
前
幸
雄
▽
ス
ポ
ー
ツ
課
長

（
兼
）
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所

長
・
中
村
浩
一

【
大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

派
遣
】
▽
巻
寄
富
美
男

課
長
補
佐
級

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
秘

書
政
策
課
課
長
補
佐
秘
書
係
長
事

務
取
扱
（
兼
）
市
町
村
合
併
対
策

室
次
長
・
井
川
鋭
子
▽
税
務
課
課

長
補
佐
（
市
民
税
・
収
税
担
当
）

市
民
税
係
長
事
務
取
扱
・
小
林
育

子
▽
情
報
広
報
課
課
長
補
佐
・
澤

田
み
ち
代
▽
検
査
監
理
課
課
長
補

佐
検
査
監
理
係
長
事
務
取
扱
・
南

和
弘
▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
課

長
補
佐
年
金
係
長
事
務
取
扱
・
寺

本
広
子
▽
福
祉
課
課
長
補
佐
（
社

会
福
祉
担
当
）
・
田
中
雄
一
郎
▽

福
祉
課
課
長
補
佐
（
児
童
福
祉
担
当
）

・
石
塚
多
鶴
子
▽
福
祉
課
課
長
補

佐
（
高
齢
福
祉
担
当
）
・
小
倉
敬

一
▽
北
部
保
育
園
長
・
西
比
佐
子

▽
春
日
保
育
園
長
・
清
水
真
寿
美

▽
あ
か
ね
保
育
園
長
・
小
池
利
恵

子
▼
産
業
経
済
部
▽
農
政
課
課
長

補
佐
（
農
業
振
興
担
当
）
農
業
振

興
係
長
事
務
取
扱
・
宮
越
剛
生
▽

林
野
耕
地
課
課
長
補
佐
・
佐
子
重

夫
▼
建
設
部
▽
都
市
整
備
課
課
長

補
佐
（
計
画
係
長
事
務
取
扱
を
解

く
）
・
朝
日
俊
雄
▽
上
水
道
課
課

長
補
佐
業
務
係
長
事
務
取
扱
・
佐

々
木
巌

【
教
育
委
員
会
】
▽
庶
務
課
課

長
補
佐
（
庶
務
係
長
事
務
取
扱
を

解
く
）
・
篠
田
守
一
▽
社
会
教
育

課
課
長
補
佐
・
島
田
健
一
▽
文
化

振
興
室
次
長
・
清
水
清
隆
▽
乾
側

幼
稚
園
教
頭
・
出
村
初
枝

【
農
業
委
員
会
】
▽
事
務
局
次
長

・
東
方
嘉
治

【
大
野
市
公
共
施
設
管
理
公
社

へ
派
遣
】
▽
四
方
一
人

係
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
秘

書
政
策
課
政
策
係
長
（
兼
）
市
町

村
合
併
対
策
室
合
併
対
策
係
長
・

真
田
正
幸
▽
総
務
課
行
政
係
長
・

畑
中
六
太
郎
▽
財
政
課
管
財
係

長
・
清
水
啓
司
▽
税
務
課
収
税
係

長
・
山
田
靖
子
▽
情
報
広
報
課
情

報
管
理
係
長
・
竹
嶋
能
治
▽
情
報

広
報
課
広
報
広
聴
係
長
・
斉
藤
嘉

代
▼
市
民
福
祉
部
▽
福
祉
課
社
会

福
祉
係
長
・
小
川
市
右
ヱ
門
▽
福

祉
課
高
齢
福
祉
係
長
・
尾
嶋
里
子

▽
春
日
保
育
園
指
導
保
育
士
・
南

居
光
枝
▽
荒
島
保
育
園
指
導
保
育

士
・
安
田
江
美
子
▽
六
呂
師
保
育
園
長

・
清
水
節
子
▽
六
呂
師
保
育
園
指

導
保
育
士
・
山
上
一
代
▼
産
業
経

済
部
▽
林
野
耕
地
課
林
政
係
長
・

脇
本
浩
嗣
▽
林
野
耕
地
課
整
備
係

長
・
林
広
二
郎
▽
商
工
観
光
課
観

光
係
長
・
横
井
一
博
▼
建
設
部
▽

建
設
課
管
理
係
長
・
山
田
一
郎
▽

都
市
整
備
課
計
画
係
長
・
清
水
悦

朗
▽
幹
線
道
路
対
策
課
幹
線
道
路

対
策
係
長
・
前
田
伸
治

【
教
育
委
員
会
】
▽
庶
務
課
庶

務
係
長
・
中
村
吉
孝
▽
学
校
教
育

課
指
導
係
長
・
山
川
龍
一
▽
社
会

教
育
課
青
少
年
女
性
係
長
・
山
田

明
美
▽
富
田
公
民
館
長
お
よ
び
五

箇
公
民
館
長
・
猪
嶋
久
枝
▽
阪
谷

公
民
館
長
・
加
藤
正
幸
▽
図
書
館

指
導
司
書
・
岸
田
り
え
子
▽
図
書

館
指
導
司
書
・
山
村
和
美
▽
海
洋

セ
ン
タ
ー
指
導
育
成
士
・
前
川
孝
志

【
議
会
事
務
局
】
▽
議
事
調
査

係
長
・
川
端
秀
和

新
採
用

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
総

務
課
・
前
塚
佳
見
▽
情
報
広
報

課
・
北
村
邦
裕
▼
市
民
福
祉
部
▽

あ
か
ね
保
育
園
・
森
岡
真
琴
▼
建

設
部
▽
建
設
課
・
木
村
泰
啓

【
業
務
職
】
▼
市
民
福
祉
部
▽
清

掃
管
理
室
・
森
廣
重
文

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

【
一
般
職
】
▽
永
野
サ
エ
（
北
部

・
あ
か
ね
・
荒
島
保
育
園
指
導
保

育
士
）
▽
川
村
正
子
（
建
設
課
技

師
）

【
業
務
職
】
▽
常
見
哲
治
（
建
設

課
）
▽
山
田
政
信
（
清
掃
管
理
室
）

▽
松
田
玲
子
（
上
庄
小
学
校
）
▽

高
畑
明
枝
（
下
庄
小
学
校
）
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部
長
級

【
教
育
委
員
会
】
▼
教
育
委
員

会
事
務
局
長
（
庶
務
課
長
事
務
取

扱
を
解
く
）
・
大
葭
原
勝
一

課
長
級

【
市
長
部
局
】
▼
総
務
部
▽
秘

書
政
策
課
長
・
松
田
勉
▽
市
町
村

合
併
対
策
室
長
（
兼
）
大
野
市
・

和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
事
務
従
事

・
江
波
庄
進
▽
総
務
課
長
・
下
河

育
太
▽
情
報
広
報
課
長
・
石
田
光

義
▽
検
査
監
理
課
長
・
大
藤
喜
代

治
▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
長
・

篠
原
孝
康
▽
生
活
環
境
課
長
・
井

部
淑
子
▽
福
祉
課
長
・
岸
山
厚
▼

産
業
経
済
部
▽
農
政
課
長
（
兼
）

六
呂
師
堆た

い

肥
セ
ン
タ
ー
所
長
・
廣

瀬
吉
隆
▽
林
野
耕
地
課
長
・
羽
生

達
夫
▽
商
工
観
光
課
長
（
兼
）
産

業
文
化
展
示
館
長
・
藤
森
勉
▼
建

設
部
▽
都
市
整
備
課
長
・
辻
忠
信

四
月
一
日
付
け
で
総
数
百
四
十
七
人
の
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
（
退
職
者
六
人
含
む
）。
内
訳
は
、
部
長
級

一
人
、
課
長
級
十
六
人
、
課
長
補
佐
級
二
十
二
人
、
係

長
級
二
十
七
人
、
主
査
級
十
八
人
、
一
般
職
員
三
十
九

人
、
業
務
職
員
十
八
人
で
内
新
採
用
が
五
人
で
す
。

新採用職員に辞令交付
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皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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注意！
①冊子の通知（個別予防接種予診票つづり）は、平成
13年７月１日生まれ以降の子どもに送ります。それ
以前に生まれた子どもについては、変更前の通知を
送ります。
②生後３カ月を過ぎると、三種混合について予防接種
の対象となるため通知が届きます。
しかしこのときは、麻疹（ましん）・風疹（ふう

しん）・日本脳炎については、まだ対象となってい
ません。対象年齢以前に予防接種を受けることがな
いよう注意して下さい。

麻
疹
（
ま
し
ん
）
や
風
疹
（
ふ

う
し
ん
）
な
ど
、
流
行
し
て
い
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
伝
染
病
の
予

防
接
種
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

予
防
接
種
を
受
け
る
人
が
少
な

く
な
る
と
、
集
団
で
予
防
す
る
効

果
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

体
調
の
良
い
と
き
に
計
画
的
に

予
防
接
種

を
受
け
、

免
疫
力
を

付
け
ま
し

ょ
う
。

伝
染
病
の
流
行
を
防
ぐ
た
め
、
子
ど
も
を

対
象
に
市
が
行
っ
て
い
る
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
通
知
の
届
く
年
齢
や
接
種
期
間
な
ど
が

一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
ご
注
意
く
だ
さ

伝
染
病
は
油
断
大
敵
！

乳幼児予防接種の変更

～ちょっと気になる健康料理～
ブロッコリーとトマトのヨーグルトソース
（エネルギー：50㌔㌍　塩分：0.6㌘）

ヨーグルトソースでカルシウム量をアップ！カルシウ
ムの吸収率がよい乳製品を食事に取り入れましょう。

①ブロッコリーは小さい房に分け、茎は食べやすいよう
小さく切る。ゆでてからざるにあげ冷ましておく。

②トマトをくし型に切ります。キュウリはとげを取るよ
うに皮をむいて、斜めの輪切りにします。

③ヨーグルトソースの材料を混ぜ合わせます。
④器に彩りよく野菜を盛り付け、ヨーグルトソースをか
けて出来上がり

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

材料（４人分）
ブロッコリー・　・80㌘　　トマト・・・・120㌘
キュウリ・・　　・40㌘
ヨーグルトソース
プレーンヨーグルト・・大さじ４
マヨネーズ・・・・・・大さじ１
粒入りマスタード・・・大さじ１／２
塩・・・・・・・・・・少々
コショウ・・・・・・・少々

今
回
、
変
更
の
対
象
と
な
る
の

は
、
平
成
十
三
年
七
月
一
日
以
降

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
で
、
変
更
点

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
年
間
通
じ
て
予
防
接
種
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

・
通
知
が
届
く
年
齢
が
早
く
な

る
・
通
知
が
一
度
に
ま
と
め
て
届

く
よ
う
に
な
る
（
下
表
参
照
）

こ
の
ほ
か
平
成
十
五
年
度
か
ら

結
核
の
予
防
接
種
で
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ

が
、
乳
幼
児
期
（
四
歳
ま
で
）
に

一
回
と
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
ご

対
象
は
平
成
13
年
７
月

以
降
に
生
ま
れ
た
子

通知が届く
年齢

接 種 期 間

通 知 方 法

三種混合
風疹（ふうしん）
麻疹（ましん）
三種混合
風疹（ふうしん）
麻疹（ましん）

　　　変　　更　　前
　生後10カ月～１歳９カ月
生後２歳３カ月～３歳２カ月
　 生後１歳～１歳11カ月

　　４月21日～１月31日
　
　　10月１日～１月31日
対象月齢になった時点で、年
１回、種別毎に通知

　　　変　　更　　後

　 生後３カ月になる翌月

　　４月21日～３月31日
（ただし平成16年度からは
　４月１日～３月31日）
生後３カ月になる翌月に、全
部の種別を冊子にして通知
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）

市　役　所
生活環境課

暮
ら
し
の

アアアア
ドドドド
ババババ
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５５月月はは消消費費者者月月間間！！

製品に関すること
製品には、表示されていないと商品を販売することが

できない「義務マーク」や「任意マーク」をはじめ、損
害賠償制度がある商品のマークなどがあります。商品を
選ぶ基準に利用しましょう。また最近では、環境に配慮
された商品であることを示す「エコマーク」などもあり
ます。商品を選ぶ際の参考にしてください。
参考：国民生活センター「くらしの豆知識」

http://www.kokusen.go.jp/mame/index.html

環境に関すること
毎日の生活の中で、自分にできる省エネやリサイクル

について実践し、循環型社会へ協力しましょう。
参考：省エネルギーセンターのホームページ

http://www.eccj.or.jp/

五
月
は
「
消
費
者
月
間
」
そ
し
て
五
月
三
十
日
は

「
消
費
者
の
日
」。
こ
れ
は
昭
和
四
十
三
年
五
月
三
十

日
が
消
費
者
保
護
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
日
で
あ
る

こ
と
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
時
期
、
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

契約に関すること
悪質商法に限らず、世の中は契約でいっぱい。書面を
確認したり、納得出来ないことについては分かるまで説
明を求めたりと、慎重に行うことが大切です。
もしもトラブルに遭った場合は、すぐに消費者センタ
ーへ相談しましょう。
相談先：大野市消費者相談センター
（166・１１１１内線４６４：午前８時30分～午後５時）
参考：国民生活センターのホームページ

http://www.kokusen.go.jp/

食品に関すること
食品には、いろいろな表示があります。国や自治体が
作ったマークや、アレルギー表示などの法律で定められ
た表示など、消費者が選びやすいようさまざまな工夫が
行われています。このような食品情報を見て、自分の生
活に合ったものを選びましょう。
相談先：食品表示１１０番
（1０７７６・36・１７９０：午前８時30分～午後５時）
参考：農林水産省のホームページ

http://www.matt.go.jp/

近
年
、
経
済
社
会
の
高
度
化
や

複
雑
化
な
ど
か
ら
、
私
た
ち
消
費

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

特
に
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
以
前
で
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
多
く
の
選

択
肢
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の

た
く
さ
ん
の
選
択
肢
か
ら
自
分
自

身
で
判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
を
は
じ

め
、
訪
問
販
売
な
ど
契
約
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
や
、
食
品
の

安
全
性
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
暮

ら
し
の
安
全
・
安
心
に
か
か
わ
る

出
来
事
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
身
近
な
暮
ら
し

で
起
こ
る
消
費
者
問
題
な
ど
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
か
し
こ
い
消

費
者
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
問
題
に

日
ご
ろ
か
ら
関
心
を

買い物には

マイバックを

持参しましょう！



ま
な
分
野
で
、
生
産
者
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
と
い
う
方
式
の
導
入
が

考
え
ら
れ
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
最
終
的
に
製
品
を
利
用
す
る

人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
二
年
。

こ
こ
で
も
う
一
度
内
容
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

対
象テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、

エ
ア
コ
ン
の
家
電
四
品
目

排
出
方
法
（
三
通
り
）

・
郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

を
購
入
し
、
家
電
運
搬
許
可
業

者
に
依
頼

・
郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

を
購
入
し
、
指
定
取
引
場
所

（
福
井
市
）
へ
持
ち
込
み

・
電
気
小
売
店
に
依
頼
す
る
（
リ

サ
イ
ク
ル
券
と
運
搬
の
料
金
が

必
要
）

リ
サ
イ
ク
ル
券
の
料
金
（
税
別
）

・
テ
レ
ビ
　
　
２
、
７
０
０
円

・
冷
蔵
庫
　
　
４
、
６
０
０
円

・
洗
濯
機
　
　
２
、
４
０
０
円

・
エ
ア
コ
ン
　
３
、
５
０
０
円

循
環
型
社
会
を
実
現
し
、
地
球

に
や
さ
し
く
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ

ン
　
タ
ー（
1
65
・
６
１
２
０
）

2003.5  広報おおの

最
近
「
拡
大
生
産
者
責
任
」
と

い
う
耳
慣
れ
な
い
言
葉
を
聞
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
産

者
（
メ
ー
カ
ー
）
に
は
、
製
品
を

作
っ
て
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、

製
品
が
捨
て
ら
れ
、
処
理
・
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
る
段
階
ま
で
責
任
が

あ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

こ
の
考
え
方
で
は
、
廃
棄
さ
れ

ご
み
と
な
っ
た
製
品
の
リ
サ
イ
ク

ル
や
処
理
・
処
分
に
か
か
る
費
用

を
生
産
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
価
格
へ
の
費
用
上
乗
せ

な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
同
時
に
生
産
時
か
ら
リ

サ
イ
ク
ル
を
考
慮
し
た
製
品
や
、

処
理
・
処
分
時
に
環
境
に
や
さ
し

い
製
品
の
開
発
な
ど
、
よ
り
効
率

的
で
低
コ
ス
ト
な
廃
棄
物
処
理
な

ど
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
「
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
」
の
ほ
か
、
自
動
車

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
今
後
さ
ま
ざ

今
年
の
八
月
に
福
井
県
で
、
全

国
か
ら
高
校
生
が
集
ま
っ
て
芸
術

や
文
化
活
動
な
ど
を
通
し
交
流
の

輪
を
広
げ
る
「
全
国
高
校
総
合
文

化
祭
」
が
開
か
れ
ま
す
。

そ
の
文
化
祭
の
伝
承
芸
能
部
門

で
、
五
箇
地
区
に
伝
わ
る
県
の
無

形
文
化
財
で
あ
る
「
神
子
（
か
ん

こ
）
踊
」
を
披
露
し
よ
う
と
、
大

野
高
校
の
郷
土
芸
能
部
が
、
保
存

会
の
人
を
指
導
に
招
き
、
け
い
こ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

郷
土
芸
能
部
は
、
市
内
に
伝
わ

る
踊
り
や
歌
、
三
味
線
な
ど
の
保

存
や
継
承
を
行
お
う
と
昨
年
五
月

に
発
足
。
現
在
、
二
十
一
人
が
参

加
し
、
週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

「
初
め
て
神
子
踊
を
習
っ
た
と

き
、
優
美
で
や
さ
し
い
動
き
に
す

ご
く
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
今
ま

で
に
踊
っ
た
こ
と
の
無
い
動
き
が

新
鮮
で
、
早
く
覚
え
よ
う
と
家
に

（１０）

大野高校郷土芸能部

������������������������������������������������

帰
っ
て
か
ら
も
練
習
を
繰
り
返
し

ま
し
た
」
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
伊

藤
恵
利
奈
さ
ん
。

昨
年
の
十
一
月
、
武

生
市
で
開
か
れ
た
「
全

国
高
校
総
合
文
化
祭
」

の
プ
レ
総
合
開
会
式
で

は
、
そ
ろ
い
の
衣
装
に

す
げ
笠
（
か
さ
）
姿
で

扇
子
を
振
り
か
ざ
す
正

調
の
踊
り
を
披
露
。
本

番
よ
り
ひ
と
足
早
く
、

「
神
子
踊
」
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
当
日
は
、
見
て
い

る
人
た
ち
に
私
た
ち
の

楽
し
さ
が
伝
わ
る
よ
う

な
踊
り
を
披
露
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
通
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が

伝
統
芸
能
に
興
味
を
持

っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
部
長
の
山
田
幸
子

さ
ん
も
意
欲
満
々
。本
番
に
向
け
、

み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
参
加

豊作祈り舞

ごみ？ゴミ？⑭
本格的な循環型社会へ
～拡大生産者責任～

■「広報おおの」では、皆さんの

活動や意見など、さまざまな内容

を募集しています。あなたも紙面

に参加しませんか。

〒９１２－８６６６大野市天神町

１－１市役所情報広報課広報広聴

係（166・１１１１）

yamabiko@city.ono.fukui.jp

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

お
さ
ら
い

製
造
か
ら
廃
棄
ま
で

生
産
者
に
も
責
任



有
終
西
小
学
校
の
五

年
生
が
、
昨
年
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
”

け
ん
け
ら
”
な
ど
大
野

の
お
菓
子
（
和
菓
子
）

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
三
年
生
で
調
べ
た
「
地

域
の
良
い
と
こ
ろ
」
か
ら
「
お
菓

子
」
に
注
目
。
四
年
生
の
一
年
間

で
お
い
し
い
お
菓
子
の
秘
密
を
探

り
「
地
域
の
よ
さ
」
を
た
っ
ぷ
り

味
わ
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ま
ず
最
初
、
市
内
に
あ
る
和
菓

子
の
お
店
や
種
類
、
値
段
な
ど
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
一
人
が
一
つ
ず
つ

お
気
に
入
り
を
選
び
、
そ
の
選
ん

だ
お
菓
子
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
、
材
料
や
作
り
方
、
工
夫
し

て
い
る
点
な
ど
に
つ
い
て
、
直
接

お
店
の
人
に
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
基
に
、
い
よ
い
よ

和
菓
子
作
り
に
挑
戦
。
こ
れ
ま
で
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に
調
査
し
た
こ
と
や
お
店
の
人
か

ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
参
考

に
三
種
類
の
お
菓
子
を
完
成
し
、

み
ん
な
で
試
食
し
な
が
ら
体
験
し

て
分
か
っ
た
こ
と
、
工
夫
す
る
点

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

今
度
は
、
自
分
た
ち
が
調
べ
た

内
容
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
大
野
に
来
て
い
る
中
国

の
人
を
招
き
「
お
菓
子
パ
ー
テ
ィ

ー
」
を
開
催
。
当
日
は
、
お
店
に

出
か
け
て
直
接
手
ほ
ど
き
を
受
け

な
が
ら
作
る
グ
ル
ー
プ
と
学
校
で

作
る
グ
ル
ー
プ
と
で
四
種
類
・
約

九
十
人
分
の
お
菓
子
を
完
成
、
み

ん
な
で
味
わ
い
ま
し
た
。

五
年
生
と
な
っ
た
今
年
、
ま
た

新
た
な
テ
ー
マ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
そ
う
で
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

大野のお菓子は日本一！

有終西小学校５年生

今回は、当市出身の詩人が書い

た本を紹介します。

遊ぶ山と書いて『遊山（ゆうざ

ん）』と付けられたタイトルのと

おり、荒島岳や白山など地元の山

から白馬岳などの県外の山まで、

全国の山々に登って感じたことな

どが詩に書かれています。

かつて一緒に登山した亡き友を

思い書いたものや、遠い夏の日に

故郷の九頭竜峡谷で遊んだことを

思い出しながら書いたものなど、

二十二の散文詩から、山を思う作

者の気持ちが伝わってきます。

『遊山』

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
年
間
の
平
均

気
温
が
二
十
七
度
も
あ
る
熱
帯
性

特
有
の
気
候
や
衛
生
な
ど
環
境
面

か
ら
、
市
販
さ
れ
て
い
る
乳
製
品

の
ほ
と
ん
ど
が
粉
ミ
ル
ク
や
砂
糖

を
加
え
た
加
工
乳
で
、
日
本
で
一

般
的
に
売
ら
れ
て
い
る
熱
処
理
さ

れ
た
だ
け
の
牛
乳
は
、
あ
ま
り
普

及
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

「
牛
乳
は
タ
ン
パ
ク
質
や
ミ
ネ

ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
豊
富
に

含
ん
だ
栄
養
価
の
高
い
も
の
で
、

い
わ
ば
神
様
が
人
間
に
与
え
て
く

れ
た
最
高
の
飲
み
物
で
あ
る
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
神
様
か

ら
の
恵
み
を
一
日
で
も
早
く
、
現

地
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
味
わ
え

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
」
と

赴
任
に
あ
た
っ
て
の
意
気
込
み
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

石
田
正
寛
さ
ん
は
、
四
月
か
ら

二
年
間
、
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
一
人
と
し
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
赴
任
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
四
十
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で

の
人
が
、
開
発
途
上
の
国
や
地
域

に
赴
任
し
、
農
林
水
産
業
や
保
健

を
は
じ
め
、
医
療
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
牛
乳
製
造
を
指
導

石
田
正
寛
さ
ん
（
六
十
歳
・
吉
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
そ
れ

ま
で
に
学
ん
だ
幅
広
い
技
術
・
知

識
・
経
験
を
生
か
し
人
材
育
成
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。

石
田
さ
ん
は
、
約
四
十
年
間
に

わ
た
り
、
県
外
に
あ
る
乳
製
品
の

製
造
会
社
に
勤
務
。
平
成
十
二
年

に
会
社
を
退
職
し
大
野
に
帰
郷
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
に
全
国
の

牧
場
を
訪
ね
歩
い
て
牛
乳
の
品
質

向
上
に
努
め
て
き
た
経
験
を
、
何

と
か
必
要
と
さ
れ
て
い
る
国
で
生

か
せ
な
い
だ
ろ
う
か
と
語
学
の
勉

強
を
続
け
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
合
格
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
牛
乳
の
製
造
工
場

に
勤
務
し
、
品
質
検
査
の
方
法
や

施
設
の
衛
生
管
理
な
ど
に
つ
い
て

指
導
を
行
う
予
定
で
す
。

正津　勉著　思潮社刊
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中休ふれあい会館落成
４月20日、中休ふれあい会館が落成しました。鉄

骨平家建ての建物は、面積約２４８平方㍍、総事業

費は約３千３百万円です。今後、地域の会合や研修

など、むらづくりの拠点として利用されます。

2003.5  広報おおの

情報広報課広報広聴係166・1111

（１2）

話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

平成10年度から建設を進めている大野市下水処理

センターの一部が完成し供用が始まりました。今回

完成したのは管理棟や微生物で汚水を処理する施設、

最終沈殿池などです。３月28日には地元関係者など

約60人が出席し通水式が行われました。

下水処理センター供用開始

駅前にやすらぎ空間
ＪＲ越前大野駅前に「やすらぎ空間」が完成し、

４月11日落成式が行われました。構造は木造かわら

ぶきの平家建てで、総事業費は１千６百万円。公共

交通機関を利用し、当市を訪れる人たちへの玄関口

やまちなか観光の起点としての役割が期待されます。

そば愛好会誕生
スターランドさかだにを拠点に気楽にそ

ば打ちなどを楽しもうと３月15日「スター

ランドそば愛好会」が設立大会を開きまし

た。今後、研修や視察をはじめソバ栽培な

ど、いろいろな活動に取り組むそうです。

県自然保護センターの展示が大幅にリニューア

ルされ、３月18日から一般公開が始まりました。

大正時代の田んぼや刈込池周辺などを再現した模

型や、カモシカやキツネのはく製など、よりいっ

そう興味を持って学べる内容となりました。

自然保護センター展示替え
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身近な話題をお知らせください。

話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

市と市内３つの郵便局が３月26日、情報提供に関す

る業務委託契約を結びました。契約したのは集配業務

を行う大野・阪谷・上庄の郵便局です。今後、独り暮

らしのお年寄りに異常があった場合や不法投棄物を発

見した場合などに市へ情報提供を行います。

郵便局と情報提携

アートウエーブ作品設置
４月５日、図書館前の池に「大野アートウ

エーブ」で作られたガラスの作品が設置され

ました。このほか木で作られた造形作品を下

据の白山神社に設置。残りの作品は本願清水

イトヨの里に設置される予定です。

「紫
し

水
すい

の郷
さと

」新拠点オープン
社会福祉法人「紫水の郷」が中野で建設を進めて

いた精神障害者の社会復帰施設が完成し４月10日、

竣工式などが行われました。鉄骨２階建てで述べ面

積は６９４平方㍍。通所授産施設「フレンドリーぶ

な」と地域生活支援センター「おくえつ」を併設し

ています。

福祉施設で生演奏
京都市交響楽団の奏者が、市内の福祉施設３

カ所でミニコンサートを行いました。これは市

内のバイオリニスト松谷由美さんが同楽団に所

属していることが縁で実現。「赤とんぼ」「花」

など名曲の数々が披露されると、お年寄りたち

がうっとりと耳を傾けていました。



●
越
美
北
線
の
乗
車
券
・
回
数
券

対
象

越
前
大
野
駅
で
回
数
券
を

購
入
、
ま
た
は
５
人
以
上
の
団

体
で
乗
車
券
を
購
入
し
た
市
民

助
成
額

・
回
数
券
　
利
用
区
間
の
回
数
券

購
入
費
の
３
割

・
団
体
（
５
人
以
上
）
の
場
合

利
用
区
間
の
運
賃
の
５
割

申
請

・
回
数
券
　
購
入
日
よ
り
１
年
以

内
に
購
入
し
た
回
数
券
の
最

終
券
（
表
紙
）
を
提
示
し
て

申
請

・
団
体
（
５
人
以
上
）
の
場
合

越
前
大
野
駅
で
発
行
さ
れ
る

す
る
月
の
翌
月
か
ら
開
始
さ
れ

支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日
が
属

す
る
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

支
給
月
は
２
・
６
・
10
月
で

４
カ
月
分
ず
つ
の
振
り
込
み
と

な
り
ま
す
。

所
得
要
件

支
給
を
受
け
る
要
件

に
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
所
得
制
限
額
は
、
年
金
の
種

別
や
税
法
上
の
扶
養
親
族
数
な

ど
で
変
わ
り
ま
す
。

前
年
度
に
請
求
却
下
と
な
っ

た
場
合
で
も
、
認
定
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
５
月
に

再
請
求
手
続
き
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届

す
で
に
手

当
　
を
受
け
て
い
る
場
合
、
毎

年
６
月
中
に
次
の
書
類
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

2003.5  広報おおの

証
明
書
を
提
示
し
て
申
請

※
証
明
書
の
発
行
で
駅
の
窓
口

が
込
み
合
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
乗
車
券
は
な
る
べ
く
前

日
ま
で
に
購
入
し
ま
し
ょ
う

申
請
受
付
時
間

午
前
９
時
か

ら
　
午
後
２
時
ま
で

●
越
美
北
線
乗
車
20
ポ
イ
ン
ト
で

あ
っ
宝
ん
ど
の
入
場
券
を
交
付

越
美
北
線
利
用
促
進
に
向
け
、

４
月
１
日
か
ら
普
通
乗
車
券
で
の

利
用
を
対
象
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、

・
市
内
の
駅
か
ら
福
井
駅
ま
で
の

区
間
を
乗
車
し
た
と
き

・
福
井
駅
か
ら
市
内
の
駅
ま
で
乗

車
し
た
と
き

で
そ
れ
ぞ
れ
１
ポ
イ
ン
ト
。

20
ポ
イ
ン
ト
で
、
あ
っ
宝
ん
ど

入
場
券
（
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
）

３
千
円
分
を
交
付
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
越
前
大
野

駅
の
窓
口
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

越
美
北
線
を
普
通
乗
車
券

で
利
用
し
た
市
民

5月

申
請
方
法

20
ポ
イ
ン
ト
を
達
成

し
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
印
鑑

を
持
参
し
申
請
先
ま
で

●
低
公
害
車
の
購
入

対
象
者

燃
料
消
費
の
少
な
い
低

公
害
車
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）

を
市
内
で
購
入
し
、
新
車
登
録

し
た
市
民
、
ま
た
は
市
内
で
事

業
を
営
ん
で
い
る
法
人

助
成
額

１
台
に
つ
き
20
万
円

申
請

新
車
登
録
後
30
日
以
内
に

申
請
書
に
自
動
車
検
査
証
・
請

求
書
ま
た
は
契
約
書
の
写
し
・

市
税
の
納
税
証
明
書
・
住
民
票

ま
た
は
登
記
簿
謄
本
な
ど
の
必

要
書
類
を
添
え
て
申
請

※
ほ
か
に
も
「
古
紙
回
収
団
体
補

助
」
「
地
下
水
再
利
用
施
設
等

補
助
」
な
ど
各
種
助
成
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活

環
境
課
（
1
66
・
１
１
１
１
内

線
４
６
３
）

支
給
の
対
象

義
務
教
育
就
学
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

手
当
の
額
（
月
額
）

第
１
・
２
子
　
５
千
円

第
３
子
以
降
　
１
万
円

支
給
の
時
期

請
求
し
た
日
が
属

（１4）

が
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の

支
給
　
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

・
６
月
１
日
の
状
況
記
載
届

・
年
金
加
入
証
明
書
（
受
給
者

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
被
用

者
の
場
合
）

・
前
住
所
地
の
所
得
証
明
（
１

月
１
日
に
市
内
に
住
所
が
な

か
っ
た
場
合
）

※
支
給
を
受
け
て
い
る
人
が
所
得

税
に
か
か
る
更
正
の
結
果
、
所

得
額
や
扶
養
親
族
な
ど
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
、
所
得
要
件
を

満
た
さ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
支
給
済
み

の
児
童
手
当
の
返
還
が
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

福

祉
　
課
児
童
福
祉
係
（
1
66
・

１
１
　
１
１
内
線
４
７
５
）

平
成
15
年
度
の
各
種
助
成

生
活
環
境
課

子育て交流ひろばで働きませんか

７月から市内量販店内で、子育て中の親子など

が気軽に集いあえる「子育て交流ひろば」を開設

する予定です。その「ひろば」の運営などに携わ

る人を募集します。受験資格などは特にありませ

んが、20歳～60歳ぐらいで、保育士または幼稚

園・小学校・中学校・高等学校などの教諭となる

資格がある人が望ましいと考えています。

募集人員 数人程度

業務内容 「ひろば」の運営に関すること

申し込み方法 履歴書（市販のものに必要事項を

記入）に資格証などのコピーを添え、直接また

は郵送で提出

申込期間 ５月６日j～19日i（当日消印有効）

その他 詳細については別途通知

申し込み・問い合わせ先

福祉課児童福祉係（166・１１１１内線４７４）

図図図図 書書書書 館館館館
５５５５月月月月かかかからららら
全全全全館館館館禁禁禁禁煙煙煙煙
ご協力ください

児
童
手
当

忘
れ
ず
に
手
続
き
を

福
祉
課



免
許
証

申
請
期
限

５
月
26
日
i

そ
の
他

身
体
障
害
者
の
た
め
に

改
造
さ
れ
た
軽
自
動
車
に
つ
い

て
も
免
除
の
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務

課
収
税
係
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
４
２
２
）

2003.5  広報おおの

り
消
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

日
時

５
月
30
日
m
午
後
１
時
〜

４
時
▼
31
日
n
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

※
講
演
会
　
30
日
m
午
後
一
時
30

分
〜
▼
講
師
・
辰
巳
渚
さ
ん
▼

演
題
「
豊
か
な
時
代
の
も
の
の

買
い
方
」

場
所

県
民
会
館
（
福
井
市
）

※
30
日
m
の
午
前
11
時
45
分
に
市

役
所
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
（
先
着
30
人
）。
希
望
す

る
場
合
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生

活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

日
時

６
月
７
日
n
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

内
容

フ
ッ
素
塗
布
ほ
か

対
象

３
歳
以
上

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
料

無
料

主
催

大
野
市
歯
科
医
師
会

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
65
・
７
３
３
３
）

●INFORMATION

（１5）

左
の
表
の
よ
う
な
障
害
を
持
つ

人
が
、
仕
事
や
通
院
な
ど
で
軽
自

動
車
（
二
輪
含
む
）
を
使
う
場
合
、

軽
自
動
車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
免
除
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
車
検
証
所
有
者
欄
の
使
用
者
氏

名
が
、
該
当
者
本
人
（
18
歳
未

満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ
く
す

る
人
の
氏
名
）
に
な
っ
て
い
な

い
と
き

●
す
で
に
、
普
通
自
動
車
税
な
ど

の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

持
参
品

印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
・
運
転

い
き
い
き
消
費
者

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
３

生
活
環
境
課

募
集
団
地

西
里
団
地

規
格

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数

１
戸

資
格

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

家
賃

月
額
６
７
０
０
円
〜
１
万

１
２
０
０
円

申
込
締
切
日

５
月
23
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
　
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係

（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

各
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
放
課
後

に
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
預
か

る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

日
時

毎
週
月
〜
金
曜
日
・
下
校

時
〜
午
後
５
時
ま
で
（
希
望
者

は
午
後
６
時
ま
で
）

利
用
料

月
額
４
５
０
０
円
（
お

や
つ
代
２
０
０
０
円
含
む
）

申
し
込
み
方
法

福
祉
課
、
児
童

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
て

●
児
童
セ
ン
タ
ー

開
館
時
間

月
〜
金
曜
日
の
午
後

０
時
〜
６
時
（
土
曜
日
、
春
・

夏
休
み
期
間
中
の
月
〜
金
曜
日

は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

休
館
日

毎
週
日
曜
日
、
休
日
、

12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
童

福
祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内

線
４
７
５
）

国
民
年
金
は
通
常
、
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
繰
り
上
げ
請
求
で
60
歳
か
ら

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
こ
と
に
注
意
が

必
要
で
す
。

・
年
金
額
が
請
求
し
た
年
齢
時
の

支
給
率
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま

す
。
支
給
率
は
65
歳
以
降
も
引

き
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

・
本
人
ま
た
は
家
族
が
、
国
民
年

金
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
ほ
か
の

給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

・
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
も
、
65
歳
ま
で
は
老

齢
基
礎
年
金
か
遺
族
年
金
の
ど

ち
ら
か
一
方
を
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す

・
任
意
加
入
や
保
険
料
の
追
納
な

ど
が
で
き
ま
せ
ん

・
老
齢
厚
生
（
共
済
）
年
金
が
65

歳
ま
で
、
一
部
ま
た
は
全
部
に

つ
い
て
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す

※
年
金
は
請
求
し
た
翌
月
分
か
ら

支
給
。
繰
り
上
げ
請
求
後
の
取

老
齢
基
礎
年
金

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に

市
民
課

軽
自
動
車
税
の
減
免税

務
課

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ福

祉
課

歯
の
健
康
ひ
ろ
ば

保
健
セ
ン
タ
ー

軽自動車税の減免対象となる障害�
障害の区分� 障害の等級�

視覚障害� １級～３級、４級の１�
聴覚障害� ２級、３級�
平衝機能障害� ３�級�

音声機能障害� ３級�（喉頭摘出による音声機能障�
害がある場合に限る）�

上肢不自由� １級、２級の１・２�
下肢不自由� １級～６級�
体幹機能障害� １級～３級、５級�

上　肢�
不自由�

１級、２級�（１上肢のみに運動機�
能障害がある場合を除く）�

移　動�
機　能�１級～６級�

心臓機能障害� １級、３級�
腎臓機能障害� １級、３級�
呼吸器機能障害� １級、３級�

１級～３級�

膀胱・小腸・直腸機能障害�１級、３級�
知的障害者� 療育手帳（Ａ）�
精神障害者� 精神障害者福祉手帳１級�
※いずれも本人が運転する場合です。生計同一者および常時介護�
者が運転する場合は、対象となる等級が若干異なります。�

身�
　�
体�
　�
障�
　�
害�
　�
者�

ヒト免疫不全ウイルスによる�
免疫機能障害�

乳幼児期以前�
の非進行性脳�
病変による運�
動機能障害� 薬草風呂の

無料開放
日時 ６月５日l

午後３時～８時

場所 市内公衆浴場６会場

市民課国保係
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「
こ
い
の
ぼ
り
の
お

な
か
に
は
何
が
入
っ
て

い
る
の
」
「
き
っ
と
、

春
風
さ
ん
が
お
昼
寝
し

て
る
の
よ
」
風
薫
る
五

月
。
子
ど
も
た
ち
と
交

わ
し
た
会
話
が
ふ
っ
と
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

野
に
山
に
新
緑
し
た
た
る
好
季
節
で
あ
る
▼
澄

ん
だ
空
に
凛り

ん

と
そ
び
え
る
荒
島
岳
。
青
い
空
や

若
葉
萌も

え
る
山
々
を
映
す
清
ら
か
な
真
名
の
流

れ
。
朝
市
に
は
山
菜
や
タ
ケ
ノ
コ
が
所
狭
し
と

並
び
、
城
下
は
行
楽
客
で
大
に
ぎ
わ
い
。
ふ
る

さ
と
は
旬
の
彩
り
満
載
で
あ
る
▼
し
か
し
そ
の

一
方
、
田
植
え
時
期
を
迎
え
た
農
家
は
深
刻
で

あ
る
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
平
均
気
温
が
上

昇
し
、
近
年
で
は
「
高
温
登
熟
」
に
よ
る
米
の

品
質
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
回

避
す
る
た
め
適
期
適
正
の
田
植
え
で
健
苗
育
成

の
徹
底
を
図
ろ
う
と
、
大
型
連
休
以
降
の
「
遅

植
え
」
が
重
視
さ
れ
始
め
た
。
毎
年
、
連
休
を

利
用
し
田
植
え
を
見
込
ん
で
い
る
兼
業
農
家
に

と
っ
て
は
頭
の
痛
い
問
題
。
生
態
系
が
壊
れ
て

き
て
い
る
現
状
が
こ
こ
に
あ
る
▼
最
近
見
た
映

画
の
話
、
あ
る
事
情
に
よ
り
東
京
か
ら
信
州
へ

移
り
住
ん
だ
夫
婦
の
物
語
。
そ
の
中
で
北
信
濃

の
自
然
の
豊
か
さ
や
細
や
か
な
感
情
、
自
然
に

溶
け
合
う
よ
う
に
質
素
に
謙
虚
に
生
き
る
山
里

の
人
々
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
た
。

ま
さ
に
天
地
有
情
。
自
然
に
は
四
季
折
々
の
中

で
喜
怒
哀
楽
の
感
情
が
あ
り
、
人
間
な
ど
そ
の

一
点
景
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

▼
「
山
あ
れ
ば
山
を
観
る
／
雨
の
日
は
雨
を
聴

く
／
春
夏
秋
冬
／
あ
し
た
も
よ
ろ
し
／
ゆ
う
べ

も
よ
ろ
し
」
映
画
の
中
で
使
わ
れ
て
い
た
”
山

頭
火
”
の
詩
が
胸
に
迫
っ
て
く
る
（
羽
）

布
川
博
雄
氏
宅
（
元
町
五
―
二
二
）

七
間
通
り
に
面
し
、
二
番
通
り
か
ら
三
番
通
り
の

間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
明
治
三
十
二
年
大
火
の
後

に
建
築
さ
れ
正
面
の
木
格
子
や
広
い
間
口
、
太
い
登

の
ぼ
り

梁は
り

や
そ
で
壁
な
ど
が
特
徴
的
な
建
物
で
す
。

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

３月中の異動

４月１日現在

11,919世帯

39,917人

19,098人

20,819人

前　月　比

－12世帯

－138人

－96人

－42人

転 入

転 出

139人

264人

出 生

死 亡

18人

31人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

191件

36件

1人

56人

155件

平成15年
３ 月 末

比 較
平成14年
３ 月 末

183件

46件

3人

49人

137件

＋8件

－10件

－2人

＋7人

＋18件

人
身
事
故

発
行

福
井
県
大
野
市
・
編
集

情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

四
月
か
ら
新
し
く
広
報
を
担

当
し
ま
す
。
写
真
の
撮
影
や
原

稿
の
取
材
・
編
集
な
ど
初
め
て

の
経
験
に
戸
惑
い
の
連
続
。
不

安
と
期
待
の
入
り
交
じ
っ
た
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
で
も

目
指
す
は
、
親
し
ま
れ
分
か
り

や
す
い
内
容
。
取
材
で
お
会
い

し
た
際
に
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
竹
）

編
集
後
記

内　訳

麻
那
姫
像
は
、
平
成
四
年
、

下
若
生
子
の
麻
那
姫
湖
青
少
年

旅
行
村
「
春
の
里
」
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
三
・
五
c

の
青
銅

製
で
台
座
ま
で
含
め
た
高
さ
は

約
六
c

で
す
。
真
名
川
と
い
う

川
の
名
前
は
、
日
照
り
か
ら
村

を
救
う
た
め
竜
神
に
身
を
さ
さ

げ
た
と
い
う
麻
那
姫
の
伝
説
が

由
来
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
の
こ
と
ば

や
な
ぎ
や
薬
局
（
元
町
七
―
二
三
）

三
番
通
り
と
七
間
通
り
の
角
。
城
下
町
の
雰
囲
気

や
伝
統
的
な
「
七
間
朝
市
」
の
景
色
に
配
慮
し
、
百

年
以
上
前
に
建
て
ら
れ
た
商
屋
を
当
時
の
面
影
を
残

し
な
が
ら
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

平成13年度から市が認定している、将来に残していき
たいと思う大野らしい建築物や自然などを紹介します。

②


